
　

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
い

こ
っ
と
」
で
2
月
22
日
㈮
、
教

育
活
動
の
充
実
・
発
展
に
寄
与

し
た
教
職
員
の
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

広
川
町
教
育
実
践
研
究
と

ふ
く
お
か
教
育
論
文

　

広
川
町
教
育
委
員
会
は
昨
年

10
月
、
教
育
活
動
の
充
実
や
振

興
発
展
に
役
立
て
る
た
め
、
町

内
の
皆
さ
ん
か
ら
教
育
に
関
す

る
研
究
や
実
践
記
録
を
募
集
し

ま
し
た
。

　

学
習
指
導
部
門
7
点
、
食
育

指
導
部
門
2
点
の
応
募
の
う

ち
、
中
広
川
小
学
校
の
南
嶋
里

子
教
諭
が
優
良
賞
を
受
賞
。
表

彰
式
で
は
、
3
段
階
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
Ａ
Ｌ
Ｔ

↓

ペ

ア
↓

ク
ラ
ス
の
友
達
）
に
よ
り
、

児
童
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
、
と

い
う
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
で
も
昨

年
4
月
、
県
内
の
教
職
員
か
ら

「
ふ
く
お
か
教
育
論
文
」
を
募

集
。
広
川
町
教
育
委
員
会
は
学

校
教
育
部
門
6
点
、学
校
経
営
・

運
営
部
門
1
点
を
推
薦
し
、
下

広
川
小
学
校
の
堤
健
治
校
長
が

佳
作
を
受
賞
し
ま
し
た
。

福
岡
県
公
立
学
校

優
秀
教
職
員
表
彰

　

下
広
川
小
学
校
の
今
村
洋
主

広
川
町
の

学
校
教
育
教
職
員
の
表
彰
と

平
成
30
年
度
の
連
携
の
取
り
組
み

問
教
育
委
員
会
事
務
局

学
校
教
育
係

☎
0
9
4
3・３
２・0
0
9
3

（
内
線
2
6
2
、2
6
3
）

幹
教
諭
が
、「
福
岡
県
公
立
学

校
優
秀
教
職
員
表
彰
」
を
受
け

ま
し
た
。
今
村
主
幹
教
諭
は
長

年
、
算
数
科
を
中
心
に
努
力
を

重
ね
、
小
学
校
教
育
に
貢
献
。

広
川
町
だ
け
で
な
く
、
福
岡
県

全
体
の
教
育
の
充
実
・
発
展
に

期
待
さ
れ
る
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

表
彰
式
後
に
は
、
参
加
者
全

員
で
日
ご
ろ
の
教
育
活
動
や
今

回
の
研
究
内
容
な
ど
、
教
育
全

般
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
ま

し
た
。

「広川町教育実践研究」表彰者
主題 部門 氏名

コミュニケーションを図る楽しさを感じる子どもを育てる外国語
科学習指導 学習 南嶋里子（中広川小）

期待感を持って取り組む子どもの育成 学習 中尾優花（上広川小）
本に親しむ子どもの育成 学習 北島由紀（上広川小）
ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業の工夫 学習 水町珠江（中広川小）
子どもの学習意欲を高め続ける学習指導 学習 牛島遥（中広川小）
好ましい人間関係を育てる学級集団づくり 学習 上森未来（中広川小）
望ましい食習慣を自ら身につける子どもを育てる第５学年学習指
導 食育 重野遥（下広川小）

生徒一人一人が自らの伸びを実感できる保健体育科の指導法 学習 永井僚（広川中）
朝食摂取率の向上と朝食内容の改善を目指す指導 食育 黒木真海（広川中）

「ふくおか教育論文」表彰者
主題 部門 氏名

学校経営の危機管理対応と未然防止の体制づくりにおける校長の
役割 経営 堤健治（下広川小）

自分の学びを振り返る第５学年算数科学習指導 教育 野口貴生（上広川小）
自分の考えをつくることのできる子どもを育てる算数科学習指導 教育 勝島夕介（中広川小）
基礎学力の定着を図る数学科学習指導 教育 甲斐田沙織（広川中）
社会的事象の意味を多面的に捉え、表現できる子どもを育てる第
４学年社会科学習 教育 宮原正尚（中広川小）

校内担当者としてのフォロアーシップの在り方 教育 山﨑由紀（中広川小）
自己有用感を育む特別活動 教育 福田寿子（下広川小）

町
内
の
教
職
員
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た

表彰を受ける今村主幹教諭

研究を発表する南嶋教諭

「広川町教育実践研究」表彰者
研究主題 部門 氏名

コミュニケーションを図る楽しさを感じる子どもを育てる外国語
科学習指導 学習 南嶋里子（中広川小）

期待感を持って取り組む子どもの育成 学習 中尾優花（上広川小）
本に親しむ子どもの育成 学習 北島由紀（上広川小）
ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業の工夫 学習 水町珠江（中広川小）
子どもの学習意欲を高め続ける学習指導 学習 牛島　遥（中広川小）
好ましい人間関係を育てる学級集団づくり 学習 上森未来（中広川小）
望ましい食習慣を自ら身につける子どもを育てる第５学年学習指
導 食育 重野　遥（下広川小）

生徒一人一人が自らの伸びを実感できる保健体育科の指導法 学習 永井　僚（広 川 中）
朝食摂取率の向上と朝食内容の改善を目指す指導 食育 黒木真海（広 川 中）

「ふくおか教育論文」表彰者
研究主題 部門 氏名

学校経営の危機管理対応と未然防止の体制づくりにおける校長の
役割 経営 堤　健治（下広川小）

自分の学びを振り返る第５学年算数科学習指導 教育 野口貴生（上広川小）
自分の考えをつくることのできる子どもを育てる算数科学習指導 教育 勝島夕介（中広川小）
基礎学力の定着を図る数学科学習指導 教育 甲斐田沙織（広 川 中）
社会的事象の意味を多面的に捉え、表現できる子どもを育てる第
４学年社会科学習 教育 宮原正尚（中広川小）

校内担当者としてのフォロアーシップの在り方 教育 山﨑由紀（中広川小）
自己有用感を育む特別活動 教育 福田寿子（下広川小）
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近
年
、
教
育
界
の
大
き
な

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
「
地
域

と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」。

地
域
と
学
校
が
連
携
・
協
働
し

て
、
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成

を
図
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
教
育
は
、
地
域

が
学
校
や
子
ど
も
た
ち
を
応

援
・
支
援
す
る
と
い
う
、
一
方

向
の
関
係
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
こ
の
一
方
向
だ
け
で
な
く
、

地
域
と
学
校
が
相
互
に
意
見
を

出
し
合
い
、
学
び
合
う
関
係
を

目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

広
川
町
で
は
「
ふ
る
さ
と
広

川
に
誇
り
を
持
ち
、
変
化
の
激

し
い
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
身

に
つ
け
、
未
来
を
切
り
拓
い
て

い
こ
う
と
す
る
子
ど
も
」
を
育

て
る
た
め
、
広
川
町
版
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
・
ス
ク
ー
ル
（
広
川

タ
ウ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
）
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
平
成
30
年
度

の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

教
育
週
間

　

最
も
重
要
な
連
携
事
業
の
一

つ
。
平
成
29
年
度
に
始
め
た
も

の
で
、
地
域
の
人
の
認
知
度
も

高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

各
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色

を
地
域
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

普
段
の
授
業
の
ほ
か
、
多
く
の

教
育
活
動
を
公
開
し
ま
し
た
。

・
地
域
を
教
材
と
し
た
学
習

・�

地
域
住
民
が
講
師
と
な
る
学

習
・�

心
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
体

験
学
習

・�

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
た
め
の「
持

と
う
『
私
の
夢
』
講
演
会
」

・�

児
童
生
徒
が
自
分
た
ち
の
思

い
を
訴
え
る
「
小
中
学
生
意

見
発
表
会
」

・
持
久
走
大
会　

な
ど

　

中
広
川
小
学
校
で
は
、
児
童

の
学
力
向
上
と
教
師
の
授
業
力

向
上
を
目
指
し
、
広
川
町
教
育

委
員
会
指
定
の
研
究
発
表
会
を

開
催
。
地
元
住
民
57
人
、
保
護

者
1
6
8
人
の
計
2
2
5
人
が

参
観
し
ま
し
た
。
参
観
者
か
ら

は
「
学
校
の
説
明
は
少
し
難
し

か
っ
た
け
れ
ど
、
先
生
が
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
授
業
の
工
夫
を
し
て
い
る
の

が
良
く
分
か
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

朝
の
あ
い
さ
つ
運
動

　

数
年
前
の
全
国
学
習
状
況
調

査
で
、
表
現
力
に
課
題
が
あ
る

と
言
わ
れ
た
町
内
の
子
ど
も
た

ち
。
挨
拶
大
使
の
平
岡
さ
ん
な

ど
、
多
く
の
町
民
が
朝
の
あ
い

さ
つ
運
動
を
続
け
た
結
果
、
広

川
町
学
校
運
営
協
議
会
で
「
元

気
に
あ
い
さ
つ
す
る
子
ど
も
が

学
校
と
地
域
・
家
庭
が

連
携
し
た
取
り
組
み

増
え
た
」
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

安
全
見
守
り

　

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
登
下

校
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
皆
さ

ん
や
少
年
指
導
員
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
地
元
企
業
の
皆
さ

ん
が
、
通
学
路
の
危
険
個
所
で

子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
連

携
事
業
の
ほ
ん
の
一
部
。
広
川

町
で
は
学
校
教
育
と
社
会
教
育

の
分
野
で
、
地
域
と
学
校
の
つ

な
が
り
が
強
ま
る
よ
う
、
さ
ら

に
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

献血セミナー

いも掘り体験

読み聞かせ会

赤ちゃんふれあい体験

読書リーダー養成講座
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